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「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」 活 動 報 告「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」 活 動 報 告「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」 活 動 報 告「 本 山 寺 山 森 林 づ く り の 会 」 活 動 報 告  

                     秦  康 夫            

2 0 1 5 年 ８ 月 １ ６ 日 （ 日 ）年 ８ 月 １ ６ 日 （ 日 ）年 ８ 月 １ ６ 日 （ 日 ）年 ８ 月 １ ６ 日 （ 日 ） 9 : 3 0 ～～～～ 1 3 : 3 0  

作 業 項 目 ： １ ） 枝 打 ち  

     ２ ） ナ ラ 枯 れ 防 止 策  

     ３ )  枯 損 木 ・ 不 要 木 除 伐  

 本 山 寺 山 の 作 業 場 所 は 標 高 5 0 0 ｍ 程 な の で 下 界 よ り は

ま し だ が 、 蒸 し 暑 い こ と に 変 わ り は な い 。 残 暑 厳 し い な

か 、 今 日 は ３ 班 に 分 か れ て 作 業 し た 。  

 １ 班 は 、 前 回 や り 遺 し た 東 海 自 然 歩 道 沿 い の ア カ ガ シ

に 、 ナ ラ 枯 れ 拡 大 防 止 の た め 濡 れ タ オ ル と ビ ニ ー ル シ ー

ト の 巻 き 付 け を し た が 、 直 木 で な く 太 い 数 本 の ア カ ガ シ

が 株 立 ち 状 態 に な っ て い る な ど で 、 厄 介 な 作 業 と な り 、

意 外 に 時 間 が か か っ て し ま っ た 。  

 ２ 班 と ３ 班 は 、 高 枝 鋸 を 使 っ て 物 置 小 屋 西 面 の 枝 打 ち

を 行 っ た あ と 、 物 置 の 南 斜 面 に 残 る 太 い 松 の 枯 損 木 の 処

理 や 、 繁 茂 し 過 ぎ た ヒ サ カ キ な ど 常 緑 樹 の 除 伐 ・ 整 備 作

業 を 行 っ た 。 木 の 二 股 に 引 っ 掛 か っ て 斜 め に 倒 れ て い る

太 い 松 の 処 理 に は 苦 労 し た が 、 高 枝 鋸 が 高 所 の 木 の 切 断

に も 威 力 を 発 揮 し た 。こ の 道 具 は 、枝 打 ち 用 だ け で な く 、

使 い 道 が 多 い 。  

 大 阪 市 街 方 面 が 見 通 せ る よ う に 、 が 目 標 だ っ た が 、 や

や 見 通 し が 良 く な っ た 程 度 ま で し か 進 ま ず 、 あ べ の ハ ル

カ ス が 見 え る ま で に は 、ま だ 何 回 か の 作 業 が 必 要 で あ る 。 

 昼 食 後 茨 木 の 極 楽 湯 へ 移 動 し 、 入 浴 の 後 、 納 涼 懇 親 会

を 兼 ね て 、 今 後 の 作 業 に つ い て の 打 合 せ を 行 っ た 。  

【【【【 参 加 者 】】】】  

金 井 良 碩  斧 田 一 陽  阪 下 幸 一  倉 谷 邦 雄  丸 山 喜 代 司  

福 井 誠  黒 山 泰 弘  秦 康 夫           計 ８ 名  
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①  集 合 写 真  

 

②  掛 か り 木 処 理 中  
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③  高 枝 鋸 で 枝 打 ち  

   


